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埼玉県内には本種とムモンホソアシナガバチＰ・mdicaの２種のホ

ソアシナガバチが生息しています。弱々しく見えるハチですが，巣を防

御するときの行動は決して弱々しくはありません。両種とも木の枝や葉

裏に営巣することが多く，初期巣を発見することは困難です。

文とイラスト：巣瀬司
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土屋義彦埼玉県知事さまへ

拝啓

今年も県の蝶ミドリシジミの季節を迎えました．知事さまには相変らず御壮健のこと

と拝察し，お喜び申し上げます．また先般は勲一等旭日大綬章の御受章おめでとうござ

います．

さて埼玉昆虫談話会では創立30周年を記念に埼玉県昆虫誌を刊行致しました．いわば

埼玉県における昆虫の戸籍台帳です．そこには9360種という，とてつもない種類の昆虫

が生息していることが明らかになりました．この結果をもたらしたものは，県内各地に

住んでいる昆虫好きな人達です．彼等は小規模ながらもコレクションとして昆虫標本を

持っています．なかには個人博物館を開設しても十分展示に耐えうるような沢山の標本

を所有している者もいます．しかし，いずれも個人の趣味で集められていますので，そ

の個人の没後は散逸してしまうか，虫に喰われて消滅してしまうことが多いと考えられ

ます．これら個人所有の標本のなかには，国内で唯一の標本という貴重なものもありま

す．これら貴重な標本が失われることは，非常に残念でありますとともに，大げさに言

えば人類の財産の損失であります．そこで，これらを収蔵できる収蔵庫の充実した博物

館が欲しいのです．

また標本は大切な調査記録であるばかりでなく，未来の検討対象，研究対象として大

きな意味を持っています．採集された標本そのものも貴重な調査結果でありますが，将

来，現在の技術あるいは学術水準では考えられないような方向に研究が発展する可能性

もあります．例えば新しい種として分類されたり，分子レベルでの分類法の対象とされ

たりすることもあるでしょう．考古学の発掘資料などは，資料そのものが成果として大

切に保存されます．野外で容易に捕獲可能だからといって，その状態がいつまで続くか

わかりません．特にかっては想像もできなかったような内分泌かくらん物質などの発見

により，種の存続が危うくなる場合もでてくるでありましょう．また開発行為により絶

滅あるいは絶滅に瀕する種もありましょう．そのような種の標本を残しておくことは，

現在生きている人間の責務でさえあると思うのです．

また研究の結果，その地域特有な亜種や地域個体群が発見されるとも限りません．折

角採集し，記録に留めた個体は犠牲にした命という点でも，より沢山の'情報をその標本

から求める努力をする必要があります．

標本を保存する場合も，どの分類群が大切であるか，ないかは現在決められるとは限

りません．標本はできるだけ多くの対象について，大切に保存するための努力をする必

要があるのです．膨大な量になり，資料は集積する一方で，全部の保管は不可能だとと

考えられやすいのですが，実際にはそれほどの量になるとは思えません．

標本といっても多様であります．さく葉標本，剥製標本，液浸標本，乾燥標本，プレ

パラート標本など多彩です．従って，その保存法も多岐にわたります．標本の管理，保
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存のための専門家を配置させて，常に自然資料を蓄積し保存すると共に，展示を有機的

に展開し，県民の役に立つような方策を考えていただきたいのです．

県民が野外で観察した生物の名前を知りたいと思ったとき，その実物標本が手近にあ

り，それと対照することにより種の名前がわかることは，これからの環境教育に絶対必

要であります．種の名前は二の次だという指導者がいますが，それはその指導者が動植

物名について詳しく知らないだけのことであります．種の名前が特定できてこそ，その

種の行動，生態などもよく理解でき，観察，記録されたものについては後学の者の利用

が可能になります．種の名前をあやふやなままにしていては，記録そのものがみじんの

価値もありません．事実，過去に種を混同したまま生態観察がなされたため，その報告

がみじんの価値もないものになった例があります．

種の名前を知り，そのことで対象に親しみが湧きます．それは少年や少女だけでなく

年配者にとっても同じことであります．名前を知ってその生きものをより詳しく知ろう

とします．そこに自然発生的に学ぼうとする意欲が湧いてくる筈です．与えられるだけ

でない本物の生涯教育の取組みが芽生えてきます．それを手助けする機関職員だけでな

く，有識者のボランテイアを配置することにより，有機的な発展が可能になります．青

少年の育成とともに，今後ますます高齢化が進むでしょうから，生涯教育は生きがいの

形成の面でも絶対必要であります．実物標本を完備した，いわば誰でもが検索が可能な

実物標本による図鑑ともいうべき博物館は，ぜひとも身近な場所に必要だと信ずるので

あります．

埼玉県にはこのような目的で現在，長瀞町に県立自然史博物館が存在します．しかし，

この博物館の致命的な欠点はその立地にあります．何といっても人口が集中しているの

は県南地域であり，自然への愛着も自然が遠ざかったことに対する反動として興味をも

つ場合が多いのです．やはり利用度の高い県南地域にこのような設備を設けることが，

環境教育だけでなく県民福祉の上でも是非必要だと思います．

県立自然史博物館のもう一つの欠点はその規模の小さいことにあります．昨今，神奈

川，千葉，茨城，群馬等で完成した自然史博物館の規模はみな壮大であります．展示ス

ペースだけでなく収蔵庫の規模が大きく，バリアフリーに閲覧可能な博物館が県民利用

度の高い県南地域に是非欲しいのです．財政を緊縮している今日はとても難しいでしょ

うが，いずれ経済が好転し予算にゆとりが出来た時，お考えいただきたいと伏してお願

い申し上げます．

うっとうしい日々が続くようになります．どうかお身体に十分お気を付け下さって，

よりよい県政のため御努力下さいますようにお願い申し上げます．

平成11年６月吉日

埼玉昆虫談話会

会長牧林功
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埼玉県都幾川産ホンサナエ幼虫

の背練・側疎数の変異について

松木和雄・喜多英人
１．はじめに

筆者の一人・松木は，ホンサナエ幼虫の外部形態中，腹部の背疎数と側疎数について，朝比奈

（1957),広瀬(1962),石田・石田（1985),石田・他(1988),石田(1996)などの諸文献で不一致が見

られることに気づき，本種の背疎・側煎数について全国レベルで数量的にチェックする必要を感

じて，諸氏のご協力を仰ぎながら，各地の羽化殻標本の検討を順次行なってきた（松木・伊藤，

１９９７；松木・井上，１９９７；松木・関根，１９９７；松木・中原，１９９７；松木・吉田，１９９７；松木・

斉藤，１９９８；松木，１９９８；松木・相田，１９９８；松木・祖田，１９９９；松木・大浜，1999）．

その結果，現在までに次のような地域差があることが判明した．

①背較数

（a)例外なく第８～９腹節…佐賀県佐賀市産（松木・中原，1997),徳島県徳島市産（松木・吉田，

1997),島根県宍道湖産（松木・大浜，1999),鳥取県米子市産（松木・祖田，1999),岐阜県岐

阜市産（松木・相田，1998),京都府宇治市産（松木・井上，1997),神奈川県箱根町芦ノ湖産

（松木・関根，１９９７；松木，1998）．

（b)大半が第９腹節のみで，一部の個体で第８～９腹節または無し…東京都多摩川産（松木・伊

藤，1997),茨城県久慈郡産（松木・斉藤，1998）．

②側輔数

（a)全ての個体が第６～９腹節…徳島県徳島市産（松木・吉田，1997),鳥取県米子市産（松木・

祖田，1999),岐阜県岐阜市産（松木・相田，1998）．

（b)第６～９腹節にある個体が大半で，一部第７～９腹節…佐賀県佐賀市産（松木・中原，

1997),島根県宍道湖産（松木・大浜，1999),京都府宇治市産（松木・井上，1997),神奈川

県箱根町芦ノ湖産（松木・関根，１９９７；松木，1998）．

（c)第７～９腹節にある個体が大半で，一部第６～９腹節…茨城県久慈郡産（松木・斉藤，

1998）

（d)全ての個体が第７～９腹節…東京都多摩川産（松木・伊藤，1997）．

今回は，筆者の一人・喜多が埼玉県都幾川で得た羽化殻について検討したので埼玉県の事例と

して報告する．この小文をまとめるにあたり、羽化殻採集にご協力いただいた加納一信、小林文

雄の両氏に厚く御礼申し上げる．

２．研究標本

Ｇｏ"Zp加sposmc"ﾉarjsSELYS,１８６９ホンサナエ

埼玉県東松山市上唐子都幾川１羽化殻（１早）７Ｍａｙｌ９９５喜多英人採集

（ＭＣ:5439-0228）

埼玉県東松山市下唐子都幾川４羽化殻（ｌｃ７１３早）３０Aprl996喜多英人採集

（ＭＣ:5439-0229）

埼玉県東松山市嵐山町都幾川１羽化殻（１c７１）４Ｍａｙｌ９９６喜多英人採集

（ＭＣ:5439-0225）

埼玉県東松山市上唐子都幾川61羽化殻（27c7'34早）２６Ａｐｒｌ９９８喜多英人採集

（ＭＣ:5439-0228）

以上の67個体（29cF38早）．

３．研究方法

羽化殻には多くの泥が付着していたので，腹部背面・腹面を中心に，絵筆を使って慎重に泥を

落とす作業を数回繰り返した．清掃後の標本の観察は，全て双眼実体顕微鏡を用いて行なった．

観察箇所は腹部の背疎と側疎．なお，雌雄の判定は，松木・伊藤(1997)らと同様に腹部腹面の生

殖弁の有無やc初のgenitaliaの隆起の有無，紅上片の形などを用いて行なった．
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表１．都幾川産ホンサナエ幼虫の背鯨数，側輔数
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第９節

第９節

第９節

第９節
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第９節

第９節

第９節

第９節

第９節

第９節

第９節

第8-9節

第９節

第９節

第９節

第９節

第９節

第９節

第９節

第９節

第９節

第8-9節

第９節

第９節

第９節

第９節

第９節

第９節

第8-9節

第９節

第９節

第９節

第９節

第９節

第９節

第8-9節

第8-9節

第９節

第8-9節

第９節

第９節

第8-9節

第９節

第９節

第９節

第９節

第8-9節

第９節

第９節

第９節

第8-9節

第９節

第９節

左側韓 右側糠 産地

第7-9節 第7-9節 東松山市上唐子

第7-9節 第7-9節 東松山市下唐子

第7-9節 第7-9節 〃〃

第7-9節 第7-9節 〃〃

第7-9節 第7-9節 〃〃

第7-9節 第7-9節 東松山市嵐山町

第7-9節 第7-9節 東松山市上唐子

第7-9節 第7-9節 〃〃

第7-9節 第7-9節 〃〃

第7-9節 第7-9節 〃〃

第7-9節 第7-9節 〃〃

第7-9節 第7-9節 〃〃
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第7-9節 第7-9節 〃〃

第7-9節 第7-9節 〃〃

第7-9節 第7-9節 〃〃

1999年９月

採集日 採集者

.１９９５ 喜多英人

30.1Ｖ.1996 喜多英人

〃 〃

〃 〃

〃 〃

4.Ｖ､1996 喜多英人

26.1Ｖ.1998 喜多英人

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃
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〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃

〃 〃
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図１～２ホンサナエの側赫（腹部腹面）

１：第７～９節に側輔のある個体

２：第６～９節に側練のある個体

図３～５ホンサナエの背輔（腹部末端左側面）

３：第８～９節に背肺のある個体（第８節のものは三角状突起）

４：第９節にのみ背練のある個体

５：清８～９節に背赫のある個体（第８節のものは鈎状突起）

寄せ蛾記(92):２２５９
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３
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４．研究結果

ｌ)背練数の変異

埼玉県都幾川産ホンサナエでは，第９腹節にのみ背疎があるものは，表ｌのように67例中５３

例（約79.10％）みられた．第９腹節だけでなく第８腹節にも背輔がある個体は，６７例中１１例

（約20.89％）みられた．背輔を全く欠く個体はみられなかった．それぞれの背疎数と雌雄と

の特別な関係はみられなかった．

なお，第８～９腹節の背疎は，これまでに調べた神奈川・京都・徳島・島根・鳥取・岐阜・佐賀

産などの個体(図５)と比較すると小型で直線的で，東京都や茨城県産と同様であった(図３)．

２)側疎数の変異

側疎は，表lのように左右とも第７～９腹節にあるものが67例中67例で100％、これは、多

摩川産（東京都）と同様であった（図ｌ）．

５．まとめ

観察結果から，埼玉県都幾川産ホンサナエ幼虫の背疎については第９腹節にのみ背疎があるも

の（図４）が多いが，第８腹節にも背練がある個体があることが分かった．また，側競は，第６

腹節にある個体はみられなかった．都幾川産については，『腹部の側疎は７～９節』という朝比

奈（1957）らの記述に合致することになる．

今後も諸兄のご協力を仰ぎ，関東地方の他県や東北地方、北海道などの個体を研究していきた
いと考えている．
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大滝村雁坂峠とその周辺の甲虫類

（第１報）

ThecoleopterousfaunaofKarisakaPassanditssurroundingarea，

OhtakiVinage，SaitamaPrefbcture，centralJapan（Primaryreport）

雛倉正人

◎緒言

埼玉県の屋根をなす奥秩父連峰は，日本のほぼ中央に位置し，東西約５０ｋｍにわたる摺曲山地

である．殊に西部の山梨・長野県境は標高2500ｍを超え，山頂部はハイマツ林や風衝草原におお

われ，わが国では富士山・日本アルプス・八ヶ岳・白山以外にはない貴重な高度を持つ.埼玉県側

の甲武信岳以東は，いわゆる高山植生をほとんど欠くこと，稜線までのアプローチが長く到達に労

力を要することもあってか，その甲虫相は充分調査されてきたとはいえない．最近刊行された埼玉

県昆虫誌Ⅲでは，亜高山帯を中心に生息し，山梨・長野方面では比較的普通に見られる種に，記

録が無いものが多い．筆者は1998年に数回，奥秩父のほぼ中央に位置する雁坂峠を訪れ，トラッ

プ採集および見つけ採り採集を行い，県下では未知あるいは稀な種を少なからず得ることができた

ので，ここに記録しておきたい．

◎雁坂峠の位置と自然環境（図１Ａ～Ｃ参照）

山岳地における生物の分布を考える時，背後の山の標高は重要である．最終氷期やヒプシサーマ

ル期における気温の変動により，生物の垂直方向の移動が生じ，ある種は絶滅し，また別の種は生

き残ったと推測されている．雁坂峠の東には，遠く雲取山まで2000～2100,級の山が連なってい

るが，2200～2400,級の山は，ここをもって終わりとなる．従って，この峠より東に分布を延ば

せなかった高地性の種類がいても驚くにはあたらない．

雁坂峠の山梨県側は，草本植物をまじえた明るい笹原で，その下はまばらにカラマツが生えてい

る．総じて針葉樹林は発達しておらず，久度沢沿いの斜面には，ミズナラを主体とする発達した広

葉樹林が見られる．一方，埼玉県側はほとんどが森林におおわれ，午後は霧が出やすく，尾根筋と

いえども湿潤である．川又の集落の付近は杉の造林地で，雁坂峠付近でも所によって標高1900ｍ

位までカラマツが植えられていて驚くこともある．しかし原生林の残存量は豊かであり，突出峠や

樺小屋の周辺は巨木の多い見事な林である稜線はシラビゾやコメツガの薄暗い針葉樹林が多く，

所によってはダケカンバが生えている．また黒岩尾根の下部や，国道付近の黒文字橋あたりには，

発達したブナ林が見られる．

雁坂峠に入るには３つのルートがあるが，国道140号線のトンネル開通に伴い，登山口付近の様

相が大きく変化していることに注意されたい．１つは山梨県三富村から登るもので，トンネル入口

付近に新しく建設された林道をつめ，かつての久度沢沿いの登山路に入り，最短時間で到着できる．

埼玉側（大滝村側）は２つの道がある．１つは，突出峠をへて樺小屋という新設の避難小屋を経由

し雁坂嶺の山腹を巻いて登るルート，もう１つは，黒岩尾根の東側に廻りこんで高度を上げ，やが

て稜線に出るルートである．第３のコースは1998年現在では国土地理院の地形図に載っていない．

なお，埼玉県側は東京大学の秩父演習林に含まれる所が多い．

◎化学トラップとピットホールトラップ

当地の森林環境は多様であるが，あえて難点を挙げるなら，それは登山道の周辺に甲虫の訪れる

花が少ないことがあげられる．また，伐採もほとんど行われておらず，林は暗く，食材性甲虫の採

集は容易ではない．そこで，林内を飛翻する昆虫類を捕獲するため，岩田・槙原（1994）によるサ

ンケイ化学製の湿式衝突板トラップを使用した．豆焼沢源頭部の滝および樺小屋の付近にそれぞれ，

アカネコール（メチルフェニルアセテート剤／後述の採集品目録中でＭＰＡと略記）付の白色
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トラップ１基とマダラコール（ピネン油十エタノール剤/目録中でＰＮと略記)付の黒色トラップ１

基を設置した．前者は花の香りの類似物質，後者は針葉樹の衰弱木から発生する成分とされている．

期間は６月５日～８月３日までとした．捕獲バケツには中性洗剤とソルビン酸を使用した．

地表排個性甲虫には夜行性のものも多く，これらの調査は，トラップによって定点観測するのが

適切と思われる．そこで，豆焼沢源頭部の滝の下と，その支流の枯れ沢に，地表性甲虫を捕獲する

ための紙コップ製ピットホールトラップを設置した（目録中でPFと略記)．個数は，前者に25個，

後者に20個とし，期間は５月２７日から７月１５日までとした．糖蜜やさなぎ粉等の餌は，長期設置に

よる保存性の低下を避けるためあえて入れなかった．

トラップに捕捉された昆虫は，６月５日，１５日，７月１日，１５日，８月３日に回収した．ピットホー

ルトラップの方は，設置期間の長さから，腐敗や共食い等により著しく破損したものも少なくなく，
必ずしも全数を回収していない．また，化学トラップで得られた双迩目は本会の玉木長寿氏に，膜

迩目は南部敏明氏に進呈した．この内容については別途公表されるものと思われる．

図２

沢すじの林内につるされた

サンケイ式化学トラップ

豆焼沢源頭部にて

◎採集品目録

採集地はすべて埼玉県大滝村．

のおよその標高を記した．同一：

管しているが，一部は同定を依＃

採集地はすべて埼玉県大滝村．すべて1998年雛倉正人採集．以下これを略す．参考までに地点

のおよその標高を記した．同一地名が続くときは，「同地」と記した．標本は原則として筆者が保

管しているが，一部は同定を依頼した研究者の方々に進呈した．＃に続く番号は環境庁の自然環

境保全基礎調査で使用しているメッシュコードである．

オサムシ科（Carabidae）

＊を付した種は豊田浩二氏同定．

チチブホゾクロナガオサムシＺ超Pmc”a6zJsar6ore“ｏｇ”ａｉ（Ishikawa）
１ざ'，雁坂嶺豆焼沢源頭部(alt,2000ｍ)＃5338-66-73

５月２７日～６月５日ＰF(枯れ沢沿いのトラップ）

１ざ'１早，同地６月５日～１５日ＰF(滝付近のトラップ）

２早，同地６月５日～１５日ＰF(枯れ沢沿いのトラップ）

lc7'２早，同地６月１５日～７月１日ＰＦ(滝付近のトラップ）

１早，同地６月１５日～７月１日ＰＦ(枯れ沢沿いのトラップ）

２cr'，同地７月１日～１５日ＰF(滝付近のトラップ）

ここには雁坂小屋の水源があり，水源付近は，登山道の山側に滝があって水が道を横切って

流れており，暗く湿潤な環境である．一方，その北には枯れ沢があり，こちらは常に日光が

差し込む明るい環境である．両者を上記のごとく分けて記した．本種と次種は、奥秩父の高
地では比較的普通に見られるオサムシである．
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オクタマアルマンオサムシＬ・加r"､α城ｏｋ脚"zae"sjs（Ishikawa）

１ｃ７１１早，雁坂嶺豆焼沢源頭部５月２７日～６月５日ＰF(枯れ沢沿いのトラップ）
１c?２早，同地６月５日～１５日ＰF(滝付近のトラップ）

アオキノカワゴミムシ此is伽ｓ肋αe"e"ｓＢａｔｅｓ（図３）

１頭，雁坂峠（alt,2050ｍ)＃5338-66-638月３日

茸が生えた針葉樹の倒木をビーティングして得た．本州中部の亜高山帯以上に生息し，筆

者も奥秩父では大弛峠や金峰山で採集しているが，埼玉からは記録がなかった．

ミヤママルクビゴミムシＭｐＰｏ"o"ebrjac加ﾉＣｅ山（Bates）
１頭，雁坂峠７月１日

ミヤマメダカゴミムシノVり"叩ﾉz伽j叩ress抗o"sMomwitz
l頭，黒文字橋（alt､950ｍ)＃5338-76-069月23日

マルガタナガゴミムシＰ〃叩jc伽ｓｓ肋ova伽（Motschulsky）

lc?，雁坂峠７月１日

ミヤマクロナガゴミムシＰ・karasawajTanaka＊

２c７１，雁坂嶺豆焼沢源頭部５月２７日

ガレ場の石下より得た．

ヤツオオナガゴミムシＰ．ｍ"cro”伽StIaneo

l3，雁坂嶺豆焼沢源頭部５月２７日

２c７１，同地５月２７日～６月５日ＰF(枯れ沢沿いのトラップ）

２３，同地６月１５日～７月１日ＰＦ(枯れ沢沿いのトラップ）

２ｃ７１３早，同地７月１日～１５日ＰF(滝付近のトラップ）

２c初，同地７月１日～１５日ＰF(枯れ沢沿いのトラップ）

ハラトケナガゴミムシＰ・叩加ﾉ推rBates＊
１c７，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月５日～１５日ＰF(枯れ沢沿いのトラップ）

１早，同地６月１５日～７月１日ＰＦ(滝付近のトラップ）

ミヤマナガゴミムシ（関東山地亜種）Ｐ､伽"jskzJ"伽sTanaka＊

２cm早’雁坂嶺豆焼沢源頭部５月27日～６月５日ＰF(滝付近のトラップ）

２ｃ７１早，同地６月５日～１５日ＰF(滝付近のトラップ）

lc7'，同地７月１日～１５日ＰF(滝付近のトラップ）

ハネアカナガゴミムシＰ､伽""”e伽sStraneo＊（図４）
１c７１，雁坂嶺豆焼沢源頭部５月27日～６月５日ＰF(枯れ沢沿いのトラップ）

１早，同地６月５日～１５日ＰF(滝付近のトラップ）

ｌｃ７'，同地７月１日～１５日ＰF(枯れ沢沿いのトラップ）

八ヶ岳と奥秩父西部の高地（長野県川上村・山梨県牧丘町等)および南アルプス

原,１９８４；早川，1996)，埼玉からは記録がなかった．奥秩父産は八ケ岳産と共にＩ

属する．近似種のミヤマとハネアカが同所的にトラップされたことは，両者の独】

している．

山梨県牧丘町等)および南アルプスに産し(笠

った．奥秩父産は八ヶ岳産と共に原名亜種に

トラップされたことは，両者の独立性を示唆

ヤマトクロヒラタゴミムシＰﾉα柳"ｓｓ"boyα伽（Putzeys）
ｌｃ７１，川又～雁坂峠（樺小屋付近）（alt､1700ｍ)＃5338-66-947月１日～１５日ＭＰＡ

信州の山間部では普通だが，埼玉県の記録は少ない．豊田（1998）は両神山から採集して

いる．

ツヤモリヒラタゴミムシＣＯ伽desxes伽（Bates）
１竿，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月１５日～７月１日ＭＰＡ

１早，同地６月１５日～７月１日ＰＦ(滝付近のトラップ）
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１ｃ７１１早，雁坂峠８月３日

ハコネモリヒラタゴミムシＣ,加肋""ｓＨａｍｌｄ

ｌ早，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１日～１５日ＰＮ

コホソヒラタゴミムシPrj卿sjaco伽｡ひ枕８（Bates）
２crI，雁坂嶺豆焼沢源頭部５月２７日

１早，同地６月１５日～７月１日ＰＮ

ミヤマゴモクムシ肋叩α伽ん"g伽s"ｓ（Duftschmidt）
１３，雁坂峠７月１日

草原脇の石下から得た．高地性で埼玉未記録種．

寄せ蛾記(92):２２６５

(図５）

ホソアトキリゴミムシDro加加ｐ、ﾉな"ｓＢａｔｅｓ
ｌ頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＭＰＡ

１頭，同地６月１５日～７月１日ＰＮ

１頭，同地７月１日～１５日ＭＰＡ

１頭，同地７月１５日～８月３日ＭＰＡ

２頭，同地７月１５日～８月３日ＰＮ

モリヒラタ・アトキリ等の，樹上生活するゴミムシ類は，化学トラップにしばしば誘引さ

れる．

ケンゴロウ科（Dytiscidae）

マメゲンゴロウＡｇａ加ｓﾉﾋZpo"伽ｓＳｈａｒｐ
ｌ頭，雁坂小屋（alt､1950ｍ)＃5338-66-637月１日

ドラム缶に溜まった水中より得た．普通種だが，小屋の周囲はもとより，奥秩父の高山に

は本種が安定して生息できる止水域は乏しい．本種の移動力の強さを示唆する記録である．

シデムシ科（Silphidae）

ヒメクロシデムシMcrOp肋r"ｓ伽吻esLewis
２頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１日～１５日ＰF(滝付近のトラップ）

１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）（alt､1700ｍ）７月１５日～８月３日ＭＰＡ

本州では高地性の種だが，さらに高山性のホンドヒロオビモンシデムシ・ツノグロモンシ

デムシの２種は今回は得られなかった．シデムシの垂直分布については，北アルプスでの詳

細な調査（Kamimura,Nakane,Koyama，1964）があり，秋季になるとより低所に移動す

ることが知られているので，季節によっては容易に得られるかもしれない．なおホンドヒロ

オビは中津川から既に記録されている．

埼玉県昆虫誌ⅡIに引用されているヒメクロシデムシの平野部の記録(久喜市・狭山市など）

は疑問であり，再検討を要する．

マエモンシデムシノV､ｍａｃ"ﾉ坊o"ｓＫＩａａｔｚ
ｌ頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月１５日～７月１日ＰＦ(枯れ沢沿いのトラップ）

ホソヒラタシデムシＳ吻加ノo"gjcormPoItevin
l頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部５月27日～６月５日ＰF(枯れ沢沿いのトラップ）

３頭，同地６月５日～１５日ＰF(枯れ沢沿いのトラップ）

１１頭，同地６月１５日～７月１日ＰＦ(枯れ沢沿いのトラップ）

中部地方以北の本州の山地に普通の種で，トラップにも多数落下する．

ウスイロオサシデムシBrachyﾉo"2αｃ"伽mPoItevin
l頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月１５日～７月１日ＭＰＡ
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２頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＭＰＡ

ハネカクシ科（Staphylinidae）
＊を付した種は岸本年郎博士同定．

＊*を付した種は島田孝氏同定．

ホソスジデオキノコムシＡＳＣ叩〃"加肋jａＩｅＬｅｗｉｓ
２頭，黒文字橋９月２３日

セミゾヒラタハネカクシSjago脚加〃ob"ｅSharp＊
１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

埼玉県未記録種．

キイロツヤシデムシモドキＱz”伽"腕ノorjp“Ｌｅｗｉｓ
ｌ頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月１５日～７月１日ＭＰＡ

１頭，同地７月１日～１５日ＰＮ

Ezｲ叩加Ｉｅ"ｍｓﾉzjbα〃Watanabe＊
３頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１日～１５日

２頭，同地７月１５日～８月３日共にトラップ種別不詳

埼玉県未記録種．

オオキバハネカクシOxF）〃"sﾉﾋZpo"伽ｓＳｈａｒｐ
ｌ竿，黒文字橋９月23日

コアリガタハネカクシＭＥｇａﾉｏｐａｅ〃"ｓﾉew航（Camemn)*＊
１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１日～１５日ＰＮ

２頭，同地７月１５日～８月３日ＰＮ

ルリコガシラハネカクシＰＡ"o"伽ｓＣｙα"jpe""jｓ（Fablicius）
１頭，黒文字橋８月３日

茸が生えた立ち枯れより得た．

サビイロモンキハネカクシOcy〃ｓｄりrsa肋Sharp*＊
１頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月５日～１５日ＰF(枯れ沢沿いのトラップ）

１頭，同地６月１５日～７月１日ＰＦ(滝付近のトラップ）

１頭，同地７月１日～１５日ＰF(滝付近のトラップ）

チヤイロツヤムネハネカクシＱ"ed加ｓα伽s伽Sharp＊
１頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１５日～８月３日ＰＮ

イブシツヤムネハネカクシ＠.Ｓａｍ"mjc"sBemhaueretSchubelt＊
１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

コガシラツヤムネハネカクシ＠.PaMcePsShaIP＊
１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＭＰＡ

６頭，同地７月１日～１５日ＭＰＡ

ヒケブトアリノスハネカクシＺｊﾉｍｓＣｙ""｡〉･jcor"jsDvomk＊
１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＭＰＡ

１頭，同地６月１５日～７月１日ＰＮ

埼玉県未記録種．
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コガネムシ科（Scarabaeidae）

＊を付した種は平沢伴明氏同定．

二セホソヒゲナガビロードコガネSerjcα〃j"djdひr伽OpacjdひrsjsNomura＊
lc7'，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１日～１５日ＰＮ

１c７１，同地７月１５日～８月３日ＰＮ

モモケビロードコガネＳ,〃肋吹ｍｏｍ雌Ｎｏｍｕｍ＊
２ｃｒ'，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１５日～８月３日ＰＮ

埼玉未記録種．埼玉県昆虫誌Ⅲ(1998)の中で小堀は，県内から発見される可能性ありと

述べている．

フウボビロードコガネＳ､､/Ｍ，owα"αSawada＊
lcr'，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１日～１５日ＰＮ

ホンシュウビロードコガネＳ､ｋ“/伽e"血ﾉzo"s加e伽sNomura＊
２ｃ７'１早，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１５日～８月３日ＰＮ

６ｃ７１２早，同地７月１５日～８月３日ＭＰＡ

ヒダチャイロコガネSerjca伽ｈ肋”NiijimaetKinoshita＊
ｌｃ７ｌ，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１日～１５日ＭＰＡ

埼玉未記録種．平沢氏のご教示によれば，本種は中部地方の高標高地で得られるもので，

木曽御岳ではよく見られるという．秩父周辺では南アルプス鳳鳳山から記録されている(水

野・細田，1991)．

力ミヤチャイロコガネＳ､幼mjyajSawada＊
lc71，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１日～１５日ＰＮ

ビロードコガネ・チャイロコガネの類は，MPA剤よりＰＮ剤に多くの種が誘引された．設

置場所はほとんど同じであったが，これが偶然なのか，針葉樹と生態的に関連があるためな

のかはっきりしないが，興味深い結果である．

アオアシナガハナムグリＧ"o伽"ｓ”叩αc"sMotschulsky
l頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

山地性の種である．

コメツキムシ科（Elateridae）

＊を付した種は岸井尚博士同定．

ダンダラコメツキＤｊａｃα"伽"８１"zdbs"８（Lewis）
１早，雁坂小屋７月１日

針葉樹の薪から採集．高地に限定されている種で，埼玉県昆虫誌Ⅲでも川又～雁坂峠の記
録があるのみ．

ヒメアオツヤハダコメツキＭ"ｃｍｍｏ叩加smjwajKishii
lc7'，黒岩尾根（alt,1800~1900ｍ)＃5338-66-647月１日

八ケ岳や奥秩父西部の高地（金峰山周辺）では普通だが，当地では少ない．

アカハネフトヒラタコメツキＡＣ伽jceromo叩伽血ﾉ叩e伽ｓ（Lewis）
１c７１，豆焼橋（alt,1050ｍ)＃5338-66-954月２９日

チヤグロヒラタコメツキαﾉα加加Ｓｍ"〃"伽（Lewis)＊
１早，雁坂峠７月１日

ホウオウホソアカコメツキＡ叩e血ｓ肋"wα〃Kishii＊
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１ｃ７，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＭＰＡ

ミヤマホソチャバネコメツキＡ"2pe血ｓｒｏｋ"goe"血に外見が似るが，雄の交尾器側片末
端の形状で区別できるという．南アルプス鳳鳳山から記載された種で，埼玉県未記録(図６)．

ケブカコクロコメッキＡα"reoves"伽Kishii＊

１９，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

１早，同地８月３日

埼玉県未記録（図７)．

チビクロコメツキＡ､ｐα叩""ｓ（Lewis)＊
１早，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１日～１５日ＰＮ

埼玉県未記録．

ムネナガカバイロコメツキＥｂ伽"ｓノo"gico肋（Lewis)＊
１c716川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月５日～１５日ＭＰＡ

１ケ，同地６月１５日～７月１日ＭＰＡ

信州の山間部では普通だが，埼玉県未記録．

ナガナカグロヒメコメツキＤαﾉ・P伽ｅｘ伽Kishii＊
ｌｃ７１，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

２c７１，同地６月１５日～７月１日ＭＰＡ

１c７１，同地７月１５日～８月３日ＭＰＡ

なお筆者は，雁坂峠の山梨県側で，高地性の稀種アズサチビコメツキAdz"Ｓａｉ"expecm
Kishiiを採集している(雛倉,l999a)．

ベニボタル科（Lycidae）

ミヤマクシヒケベニボタル伽croIyc"ＳｍＯ脚""sNakane
lc?，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＭＰＡ

ミヤマヒシベニボタルDjcIyOp〃αα”oｍ（Herbst）（図８）
ｌｃ７１，雁坂嶺豆焼沢源頭部５月２７日

埼玉県未記録。

クロバヒシベニボタル，．ｅﾉegα"sNakaneetWinkler
l早，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１５日

特徴ある色彩の山地性の種で，埼玉県昆虫誌でも川又～雁坂峠の記録があるのみ．

マキムシモドキ科（Derodontidae）

マキムシモドキルノ剛"ｃａｒｅ"〃ｊｌ_おｗｉｓ

ｌ頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月５日～１５日ＰＮ

１頭，同地６月１５日～７月１日ＰＮ

未発表だが，山梨県の韮崎周辺でも同様の採集法で得られており，ピネントラップに誘引

されるもののようである．ベンジルアセテートに誘引された例もある(水野・細田,1991)．

ジョウカイボン科（Cantharidae）

本科の種名については、高橋（1998）に従った。＊を付した種は高橋和弘氏同定。

ヒルガタケクビボソジョウカイＰＣ血br"ｓ肋"gα鰍e"血Ｔα如加伽（図９）
１ｃ７'２早，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月５日

山地帯から亜高山帯に分布の中心を持ち，中部地方以北で得られている．埼玉県昆虫誌Ⅲ
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によると，大滝村曲沢から記録されている．関東山地や八ヶ岳のものは，基産地丹沢のもの
に比べて色彩が全体に暗い．

コマツクビボソジョウカイＰ、肋"zα伽jNakane＊

４c７１，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月１５日～７月１日ＭＰＡ

亜高山帯に生息．大滝村甲武信小屋で記録されている．

チャイロチビクビボソジョウカイ（本州亜種）Ｐ.〃egﾉec畑Ｓｍ伽sTakahashi＊
ｌｃ７１，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月５日

以下５種は埼玉県未記録．

キイクビボソジョウカイ（関東南部亜種）Ｐ・賊e"剛加ko"e"血Takahashi＊
２c7I，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月５日～１５日ＭＰＡ

１c?，同地６月１５日～７月１日ＭＰＡ

１c71，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月５日～１５日ＭＰＡ

ヨシダクビボソジョウカイ（関東南部亜種）

Ｐ､ｙｏ血伽加加”sNakaneetMakino＊
lcr'，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＭＰＡ

キントキクビボソジョウカイＰ・伽加紬α""sTakahashi

lc71，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月５日～１５日ＭＰＡ

ヒョウゴクビボソジョウカイＰ，ノZyogoe"sjsNakaneetMakino＊
ｌｃ７１，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月５日～１５日ＭＰＡ

１c7'，同地６月１５日～７月１日ＭＰＡ

ｌｃ７１，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月５日～１５日ＭＰＡ

シラコマクビボソジョウカイＰ．ｓ肋ako"2α""sTakahashietOkushima＊

１c７１，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月５日～１５日ＭＰＡ

８ケ，同地６月１５日～７月１日ＭＰＡ(うち７ｃ７'は高橋・奥島・市田，1999で，パラ

タイプ標本の記録として既に報告済である.）

lc7'，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月５日

つい最近記載された種で，北八ヶ岳白駒池付近の亜高山性の針葉樹林内では多数得られて

おり，そこの標本がホロタイプとなっている．中部日本の亜高山帯と，青森県岩木山で記録

されている．

クロジョウカイＡ伽加"ｓα伽叩伽（Kiesenwetter）
１３，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月５日～１５日ＰＮ

ウスチャジョウカイＡ・伽"ﾉs"ｓ（Hamld）
２ｃ７１５早，豆焼橋４月２９日

ｌｃ７Ｉ，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月５日～１５日ＭＰＡ

lc7I，同地６月１５日～７月１日ＰＮ

豆焼橋では，次種と共に沢沿いの草本植物の葉上から得られた．

ミヤマヒメジョウカイAajpjco伽（Nakane）
３c７１５９，豆焼橋４月２９日

１早，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月１５日～７月１日ＭＰＡ

１ｃ７１２早，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月５日

１ｃ７１１早，同地６月５日～１５日ＰＮ

１早，同地６月５日～１５日ＭＰＡ

鞘迩の色彩は，黒色の地に黄褐色の筋を持つ基本型である(雁坂嶺豆焼沢源頭部の１早の

み黒化)．一方山梨県側では全体が黒化するものや黄褐色になる個体が見られ（雛倉，
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1999b），一つの峠の南と北で変異の傾向が異なることは興味深い．

このほか，山梨県大菩薩などで得られているPodabr“okzzdaj系の未記載種が多数採集さ
れている．

カッコウムシ科（Cleridae）

アリモドキカッコウムシ７１hα“ss加蛎ノｅｗ航Jacobson

l頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１日～１５日ＰＮ

ツツシンクイ科（Lymexylidae）

クシヒゲツツシンクイHyIecoe伽伽ve肋or伽（Schneider）（図１０）
９頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月１５日～７月１日ＰＮ

２２頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

佐々木・斎藤（1994）の秩父演習林内の調査でも，国道140号線沿いの低標高地において，

同様のトラップ調査における優占種であった．山麓から稜線付近まで広く分布しているもの

と思われる．MPA剤には反応が見られなかった．体の大きさに変異が甚だしい、

ネスイムシ科（Rhizophagidae）

上野輝久氏同定．

二セケブカネスイjWZOp加goj伽ｋＱﾉ伽ajNakaneetHisamatsu
l頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１日～１５日ＭＰＡ

２頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＭＰＡ

埼玉県未記録．

ヤマトネスイＲ肱叩加g"８.仰o"伽sReitter
３頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

ケシキスイムシ科（Nitidulidae）

*を付した種は上野輝久氏同定．

クロヒラタケシキスイゆ蛾αｖα吻伽aReitter
l頭，黒文字橋９月23日

ケモンケシキスイ伽叩肋/hscjc"J伽Reitter
１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１５日～８月３日ＭＰＡ

モンキイロセマルケシキスイCycﾉ"．αｍ"叩ﾉａｇｊａ伽Reitter(図11）
１頭，黒文字橋８月３日

伐採されて朽ちた広葉樹の倒木にはえた茸に来集していた．埼玉県未記録．

ツツオニケシキスイＬ伽ｏｄｏｒｓ"bcykjmr畑sReitter＊
１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

キスイモドキ科（Byturidae）

上野輝久氏同定．

工ゾキスイモドキＢｙ”"ｓｍｍｅ伽皿ｓ（DeGeer）（＝Ｂ､ｏα肋""s）
４頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月１５日～７月１日ＭＰＡ
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３頭，同地７月１日～１５日ＭＰＡ

１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

原色日本甲虫図鑑Ⅲ（保育社）では，北海道のみが分布地になっているが，その後九州と

本州でも発見された．本州での最初の記録地は群馬県菅沼（高橋，1987）で埼玉県未記録．

オオキノコムシ科（Erotylidae）

＊を付した種は上野輝久氏同定．

クロハバビロオオキノコノVとo"jp伽ａＺｍｍＬｅｗｉｓ
ｌ頭，黒文字橋９月２３日

クロチビオオキノコ乃加"､α〃Zpo"e"sjs（Lewis）
１頭，黒文字橋９月２３日

ズグロホソオオキノコＤａｃ"ｅＺｏ”"αLewis＊

１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日 PＮ

ベニモンムネビロオオキノコMcros〃""叩e加、伽（Lewis)(図12）
１頭，黒文字橋９月２３日

比較的少ない種で，埼玉県未記録．近県では神奈川の箱根や丹沢(平野,1997)，

子町・開田村等(石川，1988)で得られている．

ミヤマオビオオキノコ印加叩ｈａｇｏｒ加”Ｌｅｗｉｓ
ｌ頭，黒文字橋９月２３日

長野県丸

オオキノコムシ助cα"脱ｓｐｒａｅ"ｏＭｊｓＬｅｗｉｓ
ｌ頭，黒文字橋９月２３日

黒文字橋では，いずれの種もブナ林中の菌類の生えた倒木や立枯れから採集された．

コキノコムシ科（Mycetophagidae）

コマダラコキノコムシAfyce叩加g"ｓ〃伽伽"ｓ（Reitter）
１頭，黒文字橋９月２３日

ゴミムシダマシ科（Tenebrionidae）

クロツヤキノコゴミムシダマシＰﾉaZydEmα〃jgroae"“mMotschuls幻
１頭，黒文字橋９月２３日

ヨツボシゴミムシダマシＢａｓα""serojyJojdesLewis
２頭，黒文字橋９月２３日

上記２種はオオキノコムシ類といっしょに得られた．

クロホソゴミムシダマシHyPOP肋e"scojy伽jdes（Lewis）
４頭，黒文字橋８月３日

ホソヒゲナガキマワリＡ加〃舵""jcor"ｊｓＬｅｗｉｓ

ｌ頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１日～１５日ＭＰＡ

キノコムシダマシ科（Tetratomidae）

モンキナガクチキムシＰｅ"伽.kZpα“MaI5eul
l頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１５日～８月３日 PＮ
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デバヒラタムシ科（Prostomidae）

ヒメデバヒラタムシ片o川加ｓｍｏｒ血xReitter（図１３）

１頭，雁坂小屋７月１日

ドラム缶に溜まった水に落下していた．最近，平野（1994,1995）は，日本のデバヒラ

タムシ科にＰ.、or血ｘとＰ､肋o巾(デバヒラタムシ)の２種がいることを指摘し，その出典
や区別点，分布について紹介している．前者の方がより寒冷地，高標高地に片寄った分布を
している．埼玉県未記録．

クビナガムシ科（Cephaloidae）

クビナガムシCephα/ＣＯ〃ｐα此"ｓ（Motschulsky）
１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１日～１５日 ＭＰＡ

アカハネムシ科（Pyrochroidae）

ナカブサツチビロードムシＤｅ"dro枕ｓ〃αkα伽sα"αＫ６ｎｏ（図14）

lc7'，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１５日～８月３日ＭＰＡ

高地性の種で，筆者は八ヶ岳でダケカンバの立枯れから得ている．埼玉県未記録．南アル

プス鳳鳳山では，ベンジルアセテートに誘引された例もある(水野･細田,1991)．

オニアカハネムシPse"d叩Wochroaノ叩o"ica（Heyden）
ｌｃ７１，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月５日～１５日ＭＰＡ

ナガクチキムシ科（Melandryidae）

コイチャニセハナノミOrcﾉz師α〃1arse"〃Ｌｅｗｉｓ

ｌ頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１５日～８月３日ＭＰＡ

１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１５日～８月３日ＰＮ

ｌ頭，黒文字橋９月２３日

ハラアカホソナガクチキＰ/Ｉ／Ｏ州ＭＩｒゆve"伽Ｎｏｍｕｒａ
１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１日

１頭，黒岩尾根７月１日

黒岩尾根ではダケカンバの立枯れに飛来した．山地性の種で，埼玉県昆虫誌Ⅲでも雁坂峠

の記録があるのみ．

カミキリモドキ科（Oedemeridae）

クロカミキリモドキＥＺＯ"αcer故I〃igripe""iｓ（Matsumura）
３頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１日～１５日ＭＰＡ

カミキリムシ科（Cerambycidae）

*を付した種は筒井謙氏同定．

ニセハムシハナカミキリＬｅ"'"/αノ叩o"ｉｃａＴａｍａｎｕｋｉ
ｌ頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

埼玉県昆虫誌では空白となっていたが，石蔵(1998)が大滝村奥秩父林道から記録した．

カクムネヒメハナカミキリＰ/do"/αｏﾉe"/α"sMatsushita＊
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１早，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

１c?，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１５日～８月３日ＭＰＡ(図15）

中部山岳地帯とその周辺の亜高山帯に生息する．本種と次種は埼玉では雲取山や中津川林

道で記録されている．どちらも埼玉県からもっと採集されてよい種である．

ホソガタヒメハナカミキリＰ・ｓｅ”obscz"･ａ（Pic）
１ｃ７'，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１日～１５日ＭＰＡ

１早，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＭＰＡ(図16）

オオヒメハナカミキリＰ・ｇｒα"α〃ｉｘＢａｔｅｓ
ｌｃ７１１早，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１５日～８月３日ＭＰＡ

オヤマヒメハナカミキリＰ､Ｏｙα”ｅ（Oyama)＊
１頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月１５日～７月１日ＭＰＡ

１７頭，同地７月１日～１５日ＭＰＡ

２頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＭＰＡ

ムネアカヨコモンヒメハナカミキリＰ．”sα賊Hayashi＊
１頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１日～１５日ＭＰＡ前胸が例外的に黒い個体．

ヨコモンヒメハナカミキリＰ・加剛"ｍ〃Pic＊

１頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月１５日～７月１日ＭＰＡ

２６頭，同地７月１日～１５日ＭＰＡ

１頭，同地７月１５日～８月３日ＭＰＡ

２頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１日～１５日ＭＰＡ

１頭，同地７月１５日～８月３日ＭＰＡ

中部地方から東北地方南部にかけての，ブナ帯から針葉樹林帯の林床に広く生息している．

チャイロヒメハナカミキリＰ.αegr伽（Bates）
３頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１日～１５日ＭＰＡ

１頭，同地７月１５日～８月３日ＭＰＡ

ニセフタオビノミハナカミキリＰ・舵叩cea（Matsushita)＊

１頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月１５日～７月１日ＭＰＡ

５４頭，同地７月１日～１５日ＭＰＡ

４頭，同地７月１５日～８月３日ＭＰＡ

１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＭＰＡ

２頭，同地７月１日～１５日ＭＰＡ

１頭，同地７月１５日～８月３日ＭＰＡ

より低標高地に生息する近似種フタオビノミハナカミキリＰ.〃z"ojは，まったくトラッ
プされなかった．resmceaは長野県島々谷では標高1500ｍ以上に生息し，中部山岳や日光山

塊などに分布する(窪木,1983)．埼玉でも，記録は雲取山や十文字峠のような高地に限られ

ているが，豆焼沢源頭部(2000ｍ)では最優占種である．また，トラップされた個体数が７

月後半で激減していることは，７月前半で本種が出尽くしたことを示唆しているが，この標

高としては発生の早さが異常で，春先の高温が影響している可能性が高い．

1998年は，表日本の山間部では記録的豪雪になったが，４月に異常な炎天が続き，梅雨期

は平年以上の高温多雨であり，植物の開花や昆虫の発生消長が早かった年である．そのため

か,雁坂小屋付近のアズマシャクナゲは６月上旬で満開になったが，花にはカミキリムシが見
られなかった．このあたりの高標高地では，平年ならば，新緑におおわれるのは６月に入っ

てからと思われ，年によってはこの花とカミキリムシの発生が合うかもしれない．また，豆

焼沢源頭部の滝の付近には７月にショウマ類の花が咲き，Ｐ肋"ねなどが集まる．

チャボハナカミキリハe"血ﾉCs〃“”se肋（Bates）

３頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１５日～８月３日ＭＰＡ
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４頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１５日～８月３日ＭＰＡ

ツヤケシハナカミキリＡ"αＷα"gα"αscorodes（Bates）
２ｃｒ１２早，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１日～１５日ＭＰＡ

ニンフハナカミキリＰａｒａＷα"gα/ｉｓ〃y叩伽α（Bates）
１早，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１日～１５日ＭＰＡ

１ｃ７１，同地７月１５日～８月３日ＭＰＡ

lc7'，川又～雁坂峠（樺小屋付近）７月１５日～８月３日ＭＰＡ

1999年９月

フジコブヤハズカミキリMesec肺ｉｓ/川s〃“"“Hayashi
lc7'，雁坂嶺豆焼沢源頭部５月２７日～６月５日ＰF(枯れ沢沿いのトラップ）

ヒゲナガゴマフカミキリＰα伽"α〃〃α/ａ（Bates）

lcn，黒文字橋７月１６日

ブナの伐採木から得た．

ゴマダラモモブトカミキリLeiOp"ｓｓ""α/"ｓＢａｔｅｓ
川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

佐々木・斎藤（1994）の調査で優占種であったニイジマトラカミキリ・キスジトラカミキ
リ・ヤハズカミキリなどがトラップされなかった．今回の設置地点の付近は針葉樹林帯で，

これらの種の寄主植物の広葉樹が乏しいためと考えられる．

ハムシ科（Chrysomelidae）

カバノキハムシＳｙ"eraα血ｍｓｉＢａｌｙ
ｌ頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月５日～１５日ＭＰＡ

１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月５日～１５日ＭＰＡ

ヤナギルリハムシＰ/αg〃e/αｖｅ畑co/orａ（LaicharIing）
４頭，黒文字橋９月２３日

ヒケナガウスバハムシＳ/e"o/叩er"ｓ〃仰o"e"血（Laboissiere）
２頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月ｌ～１５日ＰＮ

ｌ頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

１頭，同地７月１～１５日ＭＰＡ

１頭，同地７月１～１５日ＰＮ

ゾウムシ科（Curculionidae）

小島弘昭博士同定．

シラホシニセイネゾウムシＣａｅ"Cs"αpﾉﾉﾉ"ｓｂａ伽Chqj6etMorimoto
２頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月５日～１５日ＰＦ

地表性で，落葉の中から得られる稀種．山形・新潟・岩手・石川県から見つかっており，

埼玉県未記録（図17)．

クロツツキクイゾウムシＭａｇ血"ｓｇα"o航Ｋ６ｎｏ
ｌ頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

北海道と本州に分布する稀種で，埼玉県未記録（図１８)．最近では長野県長谷村で得られ

ている(降績･降旗･吉沢，1994)．

ナガアナアキゾウムシDyscer"ｓ/αeWve"伽（Hustache）
１頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月５日～１５日ＰＮ
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ミヤマアナアキゾウムシＨｙ肋〃"ｓﾉ"o"/α""ｓＫ６ｎｏ
ｌ頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部７月１日～１５日ＰＮ

３頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

北海道・奥日光・日本アルプスから記録されており，針葉樹につく（Morimoto,1982)．

岐阜県の例では標高1500ｍ以上で得られている(野平,1982)．埼玉県未記録(図19)．

マルミナガクチカクシゾウムシＲﾉIα伽Ｏｍｅｒ“ｓ"boyα川Morimoto

l頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月５日～１５日ＰＮ

埼玉県未記録(図20)．

コブマルクチカクシゾウムシＡＣα"伽ｓ肋erc"ﾉα川Morimoto

l頭，雁坂嶺豆焼沢源頭部６月５日～１５日ＰＦ

地表性で，落葉の中から得られる種．埼玉県未記録(図21)．

マツコブキクイゾウムシＸｅ"ｏｍ"ＭｅｓｄｅＷ"c〃Wollaston

l頭，川又～雁坂峠（樺小屋付近）６月１５日～７月１日ＰＮ

◎考察

大滝村の雁坂峠一帯は，埼玉で最も標高差が大きい地域にあり（谷底の標高は700ｍ，稜線は

2200ｍ)，原生林も豊富である．実際，県内で記録のほとんど無い種がわずかな調査時間で次々と

見つかり，甲虫相の豊富さを物語っている．採集法にも片寄りがあり，登山を急いだため山麓はあ

まり調べていない．種類数も少なくわずか110種余りであり，満足できるものとはいえないが，本

報告にリストアップされた種から，当地の特徴について記しておきたい．

まず，本州中部の亜高山帯に生息する種が，県の未記録種としていくつか発見されていることで

ある．アオキノカワゴミムシ，ナカブサツチビロードムシ，ミヤマアナアキゾウムシ等はその代表

的な種であろう．また，形態の差異がより低地にいる近似種と微妙なものもあり（たとえばハネア

カナガゴミムシやヒメデバヒラタムシ)，同定の精度を上げることでより多くの記録をもたらすこ

とは可能である．こうした種が得られることは，県の屋根をなす雁坂峠から甲武信岳にかけての，

奥秩父主稜部ならではの特徴であり，日本アルプスや八ヶ岳のファウナの延長とも考えられる．

更に，トラップに入った，設置地点の優占種も，当地の環境を特徴づけるものとして重要なもので

ある．今回トラップを設置したのは標高1700ｍおよび2000ｍの地点であるが，これは標高の高い

ところに生息するものに，筆者がまず重点をおいたためである．地表性のものでは，捕食者である

チチブホゾクロナガオサムシやミヤマナガゴミムシ，腐敗動物質に集まるホソヒラタシデムシなど

が普通に得られている．ヨコモンヒメハナカミキリ，ニセフタオビノミハナカミキリなどの食材性

昆虫は，化学トラップで多く得られている．これらは本州中部のブナ帯上限からトウヒ帯下部に位

置するトラップ設置箇所の特性をよく現わしており，それに相応した甲虫相が展開されていると思

われる．

雁坂峠の登山口である川又は標高約700ｍである．埼玉県昆虫誌によれば，平地性のアオゴミム

シ類であるオオキベリアオゴミやコキベリアオゴミがここから得られているし，最近日本に侵入し

たコルリアトキリゴミムシも記録されている．また，ネムノキにつく比較的南方系アオスジカミキ

リも採れている．こうした事実は，秩父山塊の山奥と思えるこの地域に，平地に多い種や南方系要

素，さらには帰化昆虫までが，ある程度侵入できることを示している．従って，本州中部の森林地

帯に産する甲虫のかなりの部分が当地に生息しているはずである．しかし，湿地を欠き，草原も乏

しいので，そのような環境に依存するものはあまり期待できないと思われる．

大滝村からは約1200種の鞘迩目昆虫が記録されているが，これは埼玉県全体の種類数の半数に

満たない．また長野県松本市の1447種や，山梨県韮崎市鳳園山の2068種（但し，これらには未記

載種や未同定種を少数含んでいる）に比較してかなり少ない．今後埼玉県の高標高地での調査がよ

り進むことを期待したい．
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Summaly
KalisakaPassislocatedinthecenteroftheOku-ChichibuMountams,andismainly

surroundedwithevergreenconiferousfbrest(Abies-Piceafbrmation）。Thefbolhillsof
thepassarecoveredwithJapanesebeechfbIest(Faguscrenatafblmation）orplantation
ofC”mmeriα”po戒ｃａａｎｄ“rな"e"ZF2f27j､FromMaytoSeptemberinl998,the
authorinvestigatedthebeetlesinthefbrestzonearoundKansakaPass,usingplastictraps
baitedwithchemicalattractants,pitfalltraps,andfieldcollecting､Inthisarticle,ll8species
ofbeetlesbelongingto26familieswererecorded，ｓｏｍｅｏｆｔｈｅｓｐｅｃｉｅｓｗｅｒｅｎｅｗｔｏ
ＳａｉｔａmaPrefecture､ThemajorityofthespeciesunknownfromSaitamawerepeculiarto
highaltimdehabitatsandhadbeenfbundintheJapaneseAlpsandtheYatsugatake
Mountainstoo,Thepredominantspeciescouectedbythetrapsweretypicalonesfbundin
theupperfbrestzoneofcentralJapan．

図３～２１今回の調査で得られた甲虫の一例

（Ｎｏ．９，１０，１５，１６以外は埼玉県から初めて記録される種）

３．アオキノカワゴミムシ４．ハネアカナガゴミムシ５．ミヤマゴモクムシ６．ホウオ

ウホソアカコメツキ７．ケブカコクロコメッキ８．ミヤマヒシベニボタル９．ヒルガタ

ケクビボソジョウカイ１０．クシヒゲツツシンクイ１１．モンキイロセマルケシキスイ１２．

ベニモンムネビロオオキノコ13．ヒメデバヒラタムシ１４．ナカブサツチビロードムシ１５．

カクムネヒメハナカミキリ１６．ホソガタヒメハナカミキリ１７．シラホシニセイネゾウムシ

１８．クロツツキクイゾウムシ１９．ミヤマアナアキゾウムシ２０．マルミナガクチカクシゾウ

ムシ２１．コブマルクチカクシゾウムシ
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図２２雁坂峠（左下のベンチで座っていると，山梨県側からの上昇気流で多くの昆虫が見ら
れることがある.）
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雁坂小屋（宿泊要予約）

豆焼沢源頭から雁坂小屋方面を望む

(ひなくらまさと〒112-0001東京都文京区白山2-20-13鯉田荘）

豆焼沢源頭から雁坂小屋方面を望む（登山道より上が原生林）

ピットホールトラップを埋設した枯れ沢

樺小屋付近（この小屋は無人で常時開放．周囲は，奥秩父特有の湿潤な針葉樹原生林.）
黒文字橋付近のブナの大木（東京近郊では少ない，発達したブナ林が見られる.）
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両神山で採集されたミヤマフトヒラ

タコメツキとフチヘリジョウカイ

雛倉正人

ミヤマフトヒラタコメツキＡＣ花"jceromo叩加加ｑ/i"Zej（Miwa)は，埼玉県昆虫誌によると県

内から正式な記録が見られないようなので，筆者の両神山での採集例を報告しておく．

データ

１ｃｍ早’両神村日向大谷（RyokamiVil・Hinataohya)，29.Ⅳ､１９９８

環境庁メッシュコード：5438-06-21

広葉樹の二次林に囲まれた谷筋のカエデの花から得た．筆者採集保管．

ＡＣ花"jcem"zo叩加ｓ属には上迩が赤くならないよく似た山地性の種が多いが，ミヤマフトヒラタ

コメツキはそれらの中でも比較的普通の種であり，伊豆の下田が基準産地になっていて，本州・四

国・九州に分布している．埼玉県からはより多くの種の追加が可能と思われる．

なお，同所で埼玉からの記録が少ないフチヘリジョウカイＡ伽加"ｓ碗α“"ejy伽Ishidaもｌ

ｃｒ１採集した．フチヘリジョウカイは，保育社の甲虫図鑑Ⅲ（1985）では分布が九州のみになってい

るが，原記載（Ishida，1986）では四国と本州からも分布が確認されていて，埼玉県のＭｔ・

Izugatake（おそらく飯能市と名栗村の境にある伊豆ケ岳と思われる）の個体がパラタイプの一つ

になっている（図鑑が記載に先行した理由を筆者は知らない）．現在は東北地方北部にも少ないな

がら生息することがわかっている．山梨あたりでは谷沿いのカエデの花に比較的普通に見られるの

で，もっと採集されてよいと思う．
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Kishii,Ｔ・’1987．AtaxonomicstudyoftheJapaneseElateridae(Coleoptera),withthe
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小田博ほか，1998．埼玉県の鞘迩目（甲虫類)．埼玉県昆虫誌Ⅲ，埼玉昆虫談話会，大宮

ｐｐ､93-340．

奥島雄一・市田忠夫，1998．青森県のジヨウカイボン科（コウチュウ目)，ＩI・倉敷市立自然史

博物館研究報告（13)：1-26．

佐藤正孝ほか，1985．原色日本甲虫図鑑Ⅲ、保育社，大阪．

(ひなくらまさと〒112-0001束京都文京区白山2-20-13鯉田荘）
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ムナクボナガクチキの埼玉県に

おける過去の採集例について

1999年９月

雛倉正人

ムナクボナガクチキ伽,yZjj伽伽dipe""jsLewisは少ない種で，埼玉県昆虫誌によると県内か

ら正式な記録が報告されていない．筆者は，過去の文献中の奥秩父産の記録について，埼玉県産で

あることを確認したので，ここに改めて記録しておく．

林長閑博士は，1970年初夏，奥秩父の梓山（長野県川上村）から十文字峠に至り，中津川林道に下

る途中で，ブナの朽木の樹皮下から本種の幼虫を採集し，羽化させた．このときの記録がKontyu

43(2)に，日本産のナガクチキ14種の幼虫の記載の中で紹介されている．データは次の通り．

l2exs.，livingunderbarkofdecayingwood（んg“ｃｒＥｍｍ)，Jiumonji-toge，

Okuchichibu，８．Ｖ１．１９７０，Ｎ・Hayashileg、

この文中では，採集地点が長野か埼玉か不明であるので，私信にて問い合わせ確認したものであ

る．なお，現在は十文字峠から中津川林道に直接下る道は存在しない．本種は，隣接する東京・群

馬・長野の都県から記録があるようで，奥秩父のブナ帯でもっと見つかって良い種である．

末筆ながら，出典についてのご指摘を頂いた水野弘造氏と，四半世紀以上前の採集時の記録を的

確にたどられ，御教示頂いた林長閑博士に感謝申し上げる．

参考文献

Hayashi，Ｎ・’1975．OnthelarvaeofMelandryidae(Coleoptera,CucUjoidea)andsome

relatedfamiliesoccurringinJapan・Ｋｏｎｔｙｕ４３(2)：147-169．

水野弘造，1992．日本産ナガクチキムシ科甲虫都道府県別分布表．関西甲虫談話会資料No.３．

小田博ほか，1998．埼玉県の鞘迩目（甲虫類)．埼玉県昆虫誌Ⅲ，埼玉昆虫談話会，大宮：９３－

３４０．

(ひなくらまさと〒ll2-0001東京都文京区白山2-20-13鯉田荘）

戸田市でヒラタクワガタを採集

加門昭徳

戸田市道満公園にて，ヒラタクワガタの採集記録があるので報告する．

１c詞，21.Ｖ11.1994戸田市道満公園，木村一仁採集・保管

夜間，クヌギの樹液近くで採集された44ミリの個体である．なお，同公園は，現在では，道満

グリーンパークと改名のうえ再整備されており，環境保全のために一部立入禁止区域が設けられて

いる．

(かもんあきのり〒336-0034浦和市内谷5-17-9）
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江南町の追加すべき直通類

内田一正 吉

江南町（埼玉県大里郡）の直通類は，ゴキブリ目２種，カマキリ目３種，直通目６２種，ナナフ

シ目１種，ハサミムシ目３種の合計５目７１種が記録されている（内田，1998a）．筆者は，１９９８

年９月２５日に，江南町押切の荒川左岸側の河原において，同町に追加すべき直通類を３種確認し

ているので報告する．なおこれは，テレビの取材の際に確認できたものである．報告にあたり，お

世話になった牧林功氏ならびに日本テレビのスタッフのみなさまにお礼申し上げる．また，ムカデ

についてご教示くださった桑原幸夫氏にお礼申し上げる．確認した時間帯は夕方６時ころから夜

12時ころにかけてである．確認者はすべて内田である．

ＭＡＮＴＯＤＥＡカマキリ目

Mantidaeカマキリ科

伽剛ｊｓｒｅ"g伽ａ（Linnaeus）ウスバカマキリ１忽採集．

本種は埼玉県からの近年における記録がなかったものである（内田，1998b）．標記個体は，チ

ガヤやススキが広がる乾燥した草原で確認された．ここの草原にはマツムシやショウリョウバッタ

モドキなど，比較的安定している乾性草原性の昆虫が少なからず生息しているので，本種もこのよ

うな環境の指標性の高いカマキリであると考えられる．

ORTHOPrERA直通目

Tettigoniidaeキリギリス科

⑰"ocep加加ﾉﾋZpo"伽ｓ(Redtenbacher）コバネササキリ２ずI鳴き声，２早目撃．

前述のウスバカマキリがいたのと同じ草原で確認された．ここの草原にはオナガササキリが多数

生息していて，それと混生している状態で確認された．通常湿地の草原（ヨシ群落や谷津田の水田

など）に生息する本種が，乾性草原（おもにススキ群落）に生息するオナガササキリと同じ環境か

ら見いだされたのは，意外であった．

Catantopidaeイナゴ科

ﾉVomadacrjs,ﾉﾋZp伽Ｃａ（Bolivar）ツチイナゴＷｉ目撃．

乾燥した草原に接した潅木林の林縁付近に見られた．

このほかに，このＦ１に同河原で確認できた主な種類は以下のとおり．ツユムシ（多数目撃），セ

スジツユムシ（５頭ほど目撃），シブイロカヤキリモドキ（ｌｃｒ１目撃），クサキリ（３cr1目撃）オ

ナガササキリ（鳴き声多数），ウスイロササキリ（２c７１鳴き声），マツムシ（鳴き声多数），スズ

ムシ（鳴き声），カンタン（４c７１鳴き声），セグロイナゴ（２頭目撃），ショウリョウバッタ（２

早目撃），ショウリョウバッタモドキ（２c?目撃）．

この他にクサキリ（緑色型）の１個体が丈の低い草の葉上で体長10ｃｍ程度の大型のムカデに捕

食されているのを目撃した．残念ながらカメラもなく，詳しい観察をする時間もなかったが，ムカ

デは頭部が褐色をした個体で，大顎でしっかりとクサキリをくわえていた．クサキリは腹端が食わ

れていた．多足類を研究されている桑原幸夫氏にうかがったところ，色彩の特徴などからトピズム

カデであろうとこのこである．クサキリの天敵の１事例として付記する．

参考文献

内田正吉(l998a)江南町の直通類.江南町史，自然編１動物,ｐｐ､251-260．

内田正吉（l998b)埼玉県のカマキリ目．埼玉県昆虫誌I,ｐｐ,63-66．

（うちだまさよし〒369-1202大里郡寄居町桜沢1505）
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北足立郡吹上町の直通類

和田一郎

吹上町は，昆虫類の採集記録がほとんど無い所であり，直通類では，埼玉県昆虫誌にその記録が

全く無い．昆虫誌が出来上がる頃の1998年１０月３日にようやく採集する機会を得たので報告して

おく．採集地は，大里村との境を流れる荒川の河川敷であり，大芦橋の北西側周辺（吹上町大芦，

メッシュコード5439-1305）である．よく調査されている江南町や寄居町との共通種も期待でき

る所である．

しかしながら，河川敷は少し前に大きな被害をもたらした台風の爪痕が残っており，ヨシは倒さ

れ，他の植物も泥塗れになっていた．この為かどうかはわからないが，この時期多いはずのコバネ

イナゴやオフブバッタが非常に少なかった．逆に，県内では生息地が限定されているはずのエゾエ

ンマコオロギが同行者の採集品に混ざっていた．

内田さんによれば，台風のために，江南町押切河原にあるエゾエンマの生息地が一部流されたと

の事なので，これらが流されてきたのかもしれない．今年もその声を聞くことができれば，新産地

ということになるのだが．

なお，確認者が筆者である場合には1Ｗ，同行者の佐藤祐治氏である場合にはYSと略記した．

（採集，確認種リスト）

Tettigoniidaeキリギリス科
１．Ｐｈα"emp花、/h加如ツユムシ１早Ｉｗ
２．肋CO"OCeP加伽Ｖａｒ伽クビキリギスlcr1（褐色）１早（緑）１Ｗ
３．ＣＯ"OCeP加伽Ｃ伽e"血ウスイロササキリ６ｃ７１８早１Ｗ,YＳ
４°Ｃひ"ocep加伽jZZpo"jc"ｓコバネササキリ１竿（長遡型）IW

GryUidaeコオロギ科
５．Ｗ〃坂Cmr"Ｓ”Ｃａ伽ツヅレサセコオロギ２cr'３早ＹＳ
６．？ﾉＷｍｏ肋des〃仰o"e"sjsヒメコオロギ鳴き声（３ex.）１Ｗ
７．ZpXObjemm"Ｓｄひe""Ｚｊミツカドコオロギ２ｃ７１ＹＳ

８､剛eOgMﾉ"Sem"2αｴﾝﾏｺｵﾛキ3c?1早１Ｗ,YＳ
9.71eﾉeOgM伽ｙｅＺＯｅｍｍａｴヅｴﾝﾏｺｵﾛギ1c７１ＹＳ
１０．乃"伽肋励伽"ｊｓアオマツムシ鳴き声（１ex.）１Ｗ
１１．Prero"emob伽ｏﾉz"2αc航ヤチスズ鳴き声（数ex.）１Ｗ

１２．，伽emob伽〃jgrq/ｔＭａｒ"ｓマダラスズ鳴き声（多数）IW

Pyrgomorphidaeオンブバッタ科
１３．AZmCmmOゆ加地”オンブバツタｌｃ７１２早１Ｗ,YS

Catantopidaeイナゴ科
１４．OXyayeZOe叩Ｓコバネイナゴ１cＦＹＳ
１５．sﾉZ伽kjaCrjSS肋α肋セグロイナゴ１ｃｒ１１早１Ｗ,YS

Acrididaeバッタ科

１６．ACrjdαα"だ""α、シヨウリヨウバッタ１ｃ７２早１Ｗ,YＳ

１７．ZpC"Ｓｍ”9,20血トノサマバツタ２ｃ７（褐色１，緑１）１Ｗ,YS

Tetrigidaeヒシバッタ科
１８．CrjOre伽血PO"畑Ｓトケヒシバツタlcr13早ＩＷ
ｌ９・ＥｊＪＰａｍｒｅ伽如"伽ｊＳハネナガヒシバツタ４ｃ７１５早１Ｗ
２０．７１９"な”P伽Ｃａハラヒシバツタ２c7'４早１Ｗ

(わだいちろう〒357-0041飯能市美杉台5-2-12-213）
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飯能市から得られた若干のアリ類

内田匡正吉

埼玉県のアリ類は南部(1998)によりまとめられており，８６種が記録されている．その中で，飯
能市から記録されているのは，ノコバウロコアリの１種のみである．

筆者は1998年９月２３日に盛口満氏のご案内で，飯能市内の２地点において，１４種のアリを確認

することができたので，分布資料として報告する．ケアリ属血s伽をの除いたすべての種は筆者

が同定した．ケアリ属は園部力雄氏に同定していただき，他の種についても園部氏に標本を見てい
ただき種の確認をしていただいた．

報告にあたり，フィールドをご案内くださった盛口満氏，並びに文献をご恵与くださり標本を同

定してくださった園部力雄氏に，厚くお礼申し上げる．

採集をおこなったのは，次の２地点である．

（日）飯能市飯能・諏訪八幡神社境内(ＭＣ:5339-62-25）

（月）飯能市落合(ＭＣ:5339-52-96）

諏訪神社境内では，シラカシなどの生える小規模な照葉樹の林縁付近の地表や，日当たりのよい

踏み固められた地表などにいるアリを採集した．落合では，北向きの緩やかな斜面にあるクリ林や

その周囲で，地表や樹上にいるアリを採集した．

なお，採集した個体はすべて働きアリである．

記録されたアリ類

Bmcﾉzypo"ｅｍｃ伽e"血（Emery）オオハリアリ

諏訪八幡神社：３頭採集．やや薄暗い地表付近を比較的多くの個体が排掴していた．採集し

た個体のうち１個体には，右後脚腿節基部付近に，同種の個体が大あごで噛み付いていた（噛

み付いていた個体は死んでいたと思う）．

Ｃｅ”mgasrer〃2αな"ｍ"ｍｊＦｂ1℃ｌハリブトシリアゲアリ

落合：６頭採集．クリの樹幹に比較的多くの個体が見られた．

Cre"zamgasrerosake"sjsForelキイロシリアゲアリ

落合：５頭採集．クリ林付近のカキの樹下のカキの実が落ちているあたりの地表に，１０頭

程度がまとまって見られた．

PMdo化たryj血Ｆ､Smithアズマオオズアリ

落合：３頭採集．前種同様，カキの実が落ちているあたりの地表に見られた．

Pr航ｏｍｙｒｍｅｘｐ""ge"ｓＭａｙｒアミメアリ

落合：２頭採集．クリの樹幹に行列を形成していた．

719"αｍｏ加加ｃａｅ叩伽、（Linnaeus）トビイロシワアリ
諏訪八幡神社：２頭目撃．

ノリ)lpoc伽eα肋耽α（EmeIy）シベリアカタアリ

落合：１頭採集．クリの樹幹の根本付近に見られた．

ＱＪ叩o"o“ノapo"剛ｓＭａｙｒクロオオアリ

諏訪八幡神社：１頭採集．踏み固められた地表に見られた．

QzmPo"o畑ｓｋ伽j"e"sjsSantschiミカドオオアリ

落合：１頭採集．クリの枝葉に数頭がいるのを盛口氏が発見された．小型のアブラムシの
甘露をなめていた．

Rwl2jcaノロp伽caMotschulskyクロヤマアリ

諏訪八幡神社：１頭採集．踏み固められた地表に数個体が見られた．

励伽cαノzayas〃TerayamaetHashimotoハヤシクロヤマアリ

落合：２頭採集．クリの樹幹の根本付近に数個体が見られた．
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血s加叩α的ep“Whcelerクサアリモドキ

諏訪八幡神社：５頭採集．やや薄暗い地表付近にて行列を形成していた．

血血ｓｍｇｅｒ（Linnaeus）トビイロケアリ

諏訪八幡神社：１頭採集．

落合：１６頭採集．クリの樹幹に行列を形成していた

Rzmrrec伽α伽vjpes（F・Smith）アメイロアリ

諏訪八幡神社：３頭採集．

落合：２頭採集．クリ林の地表にいた．

1999年９月

２地点とも30分間ほどの短時間での採集であり，じっくり探せばそれぞれの地点で，より多く

の種が確認されることが予想された．なお盛口氏は落合のクリ林において以前にトゲアリを確認さ

れており，２人で注意して探したが発見することはできなかった．

参考文献

南部敏明（1998)埼玉県の膜迩目（ハチ・アリ類）

日本蟻類研究会(1989）日本産アリ類の検索と解説

日本蟻類研究会(1991）日本産アリ類の検索と解説

日本蟻類研究会(1992）日本産アリ類の検索と解説

埼玉県昆虫誌Ⅲ.ｐp､9-92.

(1)．４２pp．

(Ⅱ）．５６pp．

(Ⅲ）．９４pp．

(うちだまさよし〒369-1202大里郡寄居町桜沢1505）

埼玉県におけるキアシガガンボモドキの採集記録

内田正 吉

埼玉県のガガンボモドキ類は牧林(1998)によりまとめられ，４種がリストされている．筆者は，

埼玉県からは未記録と思われるキアシガガンボモドキを採集しているので，報告する．採集データ
は以下のとおりである．

キアシガガンボモドキＢ伽c"sjaevjpesNavas

埼玉県秩父郡吉田町城峯山・城峯神社(alt､930ｍ,ＭＣ:5439-10-10)：１３，３０．Ｖ11.1995,Ｍ．
Uchida；ｌｃ７１ｌ早，21.Ｖ111.1995,Ｍ.Uchida・

城峯神社境内の，おもに雑木林下草から得られた．本種はトガリバガガンボモドキと同様にブナ

帯に生息しているガガンボモドキであると思われる．筆者の採集経験からは，トガリバガガンボモ

ドキが関東地方北部（埼玉県を含めて）の山地帯では比較的普通であるのに比べて，本種は個体数
が少ないように思われる．

なお埼玉県からは牧林（1998）に未収録の種として，クロヒメガガンボモドキが皆野町から記録

されていて（皆野町誌編集委員会,1982），ツマグロヒメガガンボモドキが大滝村から記録されて

いる（牧林,1996）．

引用文献

牧林功（1996）シリアゲムシ目・アミメカゲロウ目．さいたまレッドデータブック埼玉県希少野

生生物調査報告書動物編．ｐｐ､177-182.埼玉県．

牧林功（1998)埼玉県のシリアゲムシ目．埼玉県昆虫誌I．ｐp､273-276．

皆野町誌編集委員会(1982)皆野町誌自然編Ⅲ動物．398pp・皆野町．

(うちだまさよし〒369-1202大里郡寄居町桜沢1505）
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埼玉県で43年ぶりに記録された
オオヨツボシゴミムシ

豊田浩二

ヨツボシゴミムシ類は湿地や河川敷の草地，広葉樹の林床などに生息する歩行虫の仲間である．

本邦産の多くの種には上迩に黄色～燈色の４つ星紋があり，いずれも美麗種ぞろいで人気の高いグ

ループでもある．

埼玉県内では７種のヨツボシゴミムシ類が記録されており，関東地方の他の都県と比較して最も

種数の多い県となっている．ヨツボシゴミムシ類にとっての好生息地が数多く存在する証拠であろ

う．またこれだけの種類が発見できているということは，生息種の確認調査精度はかなり高いもの

である事が解る．しかしながらＰα"αgae“ノ叩o"jcMsヨツボシゴミムシ以外の種はデータが少な

く，種類ごとの分布調査は足踏み状態である．ヨツボシゴミムシ類が見られる平地の湿地や河川敷，

その周辺の雑木林等は近年急激な勢いで開発されており，このまま多くの生息地が日の目を見ずに

消えて行くのかと思うと悔しい思いである．

筆者はこの度.県内での確実な記録としては43年ぶり．３例目となるDjsc姉皿s77zかα刀血ｓＢＡＴＥＳ

オオヨツボシゴミムシの標本を得ることが出来たので報告する．

l早，17.Ｘ1.1998，埼玉県嵐山町杉山，小林峰久採集，筆者保管（図）

図．嵐山町杉山で得られたオオヨツボシゴミムシのメス

鍵鍵
２封筆断

凸Ｒ』
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この個体は杉山地区にある嵐山町役場庁舎内１階の床を這っていたもので，同町収入役の小林峰

久氏により採集され筆者が譲り受けたものである．氏は筆者の虫好きをいつも気にかけていて下さ

り，凡人ならば踏みつぶすかも知れぬこの虫を「田圃でも見たことがないから珍しい虫かもしれな

い」と採っておいてくれたのである．連絡を受け出向いたところ，思いもよらず本種が待ちうけて

おり思わず絶叫してしまった．

県内での最初の記録は，梶村(1955)の戸田市と浦和市田島ケ原においてのもので，これが唯一と

なっていた．利根川や荒川流域の他の地域でも記録されていない標本が得られている可能性はある

が，いずれにしても県内ではアカガネオサムシに匹敵する珍品であろう．近隣の東京都や神奈川県

でも本種の記録はわずかなものである．大型で目立つ色彩の虫であるにも関わらずあまり記録され

ないのは，生息地そのものが元々少ない，もしくは開発等で消滅したからなのではないだろうか．

現在，関東の産地としては栃木県や茨城県に確実な場所がいくつかあり，特に栃木県藤岡町の渡良

瀬遊水池周辺では個体数も多い．こうした場所は林に囲まれた湿地環境である場合がほとんどで，

朽ち木の中からアカガネオサムシ，チビアオゴミムシなどの種類と共に越冬個体が得られる．埼玉

県内で前述のような種類がまとまって見られる良好な環境は筆者の見る限りではひとつも無い．し

かし，戸田市や浦和市の荒川河川敷では現在では想像もつかぬような好湿地性の種類が多く記録さ

れており，戦後間もない時期この付近にはすばらしい湿地環境が存在したことは確かである．また，

本種の好む環境は湿地に限定されるものでも無いようで，神奈川県三浦半島では照葉樹林の林縁で

得られている例もある．

嵐山町杉山の庁舎付近には南側と北側にそれぞれ谷が入り込み，南側の谷には湿地が存在する．

恐らくこの湿地周辺が本来の生息地と思われるが，あるいは周囲の林に生息している可能性もある．

なお庁舎周辺は粕川と市ノ川が合流する地域で水辺環境としては昔から良好であったようである．

大河川の流域ではなく小さな谷津から得られたことが意外ではあるが，今後もこうした環境を調査

すれば新たな産地が見つかるかも知れない．

末筆ながら，貴重な標本及び情報を提供頂いた嵐山町の小林峰久氏及び嵐山町役場会計課の皆様

に、また本種に関する情報をお寄せいただいた東京農業大学昆虫学研究室の岡島秀治，神奈川県横

須賀市の川島逸郎の両氏に厚く御礼申し上げる．

参考文献

梶村秀樹，

吉越肇，

1９５５．

１９９８．

浦和附近産オサムシ類．付埼玉県内産オサムシ類資料．Argynnis,５(1):１－２０．

埼玉県の鞘迩目（オサムシ科)．埼玉県昆虫誌Ⅲ，埼玉昆虫談話会．

ｐｐ，１０２－１３１．

(とよだこうじ〒355-022l比企郡嵐山町菅谷686）

□
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県内におけるツマグロカミキリモドキの採集例

豊田浩二

埼玉県内でのMzc”gsmeIα"”ａ（LnvNE）ツマグロカミキリモドキの記録は，県東端部付近の

八潮市での例が知られるのみである．この種は本来海岸地帯に多く（宮武，1985）内陸部で得ら

れることは極めてまれのようである．筆者は今回，日高市で得られた本種の標本を検する機会を得

たので，内陸部での採集例として報告する．

１３，２８．Ｖ､1998,埼玉県日高市高萩(JR川越線武蔵高萩駅にて),新井志保採集,保管（図)．

綴
麓

哩酎.

採集者が駅で列車に乗りこんだところ，

この列車の中で自分の方に向かって飛んで

くる虫が目に付き，思わず採集したとのこ

とである．電車に飛来したものが運ばれて

きたのであろうが，この列車は高麗川駅発

であったことから日高市のどこかの地で発

生している可能性が強い．

八潮市史の本種に関する記述では，同市

内では“比較的多くみられる”とあるが，

具体的なデータは示されていないことから，

どの様な環境下に生息するのか判断できな

い．よって，県内の発生地の詳細は未だ不

明瞭なままである．

ちなみにこの個体は頭部及び前胸部の黒

色紋が大きく発達しており，図鑑で図示さ

れている

標本個体とはだいぶ雰囲気が異なるが，」

識別できる（この属で本邦産の既知種はzＩ

標本個体とはだいぶ雰囲気が異なるが，上迩の４条の縦隆線により容易にMzcerdEs属の種と

識別できる（この属で本邦産の既知種は本種のみ）．

末筆ながら貴重な標本を検する機会をいただき情報を御寄せ頂いた東京農業大学昆虫学研究室の

新井志保氏に厚く御礼申し上げる．

参考文献

宮武睦夫，

矢島民夫，

藤田文雄，

小田博，

1985．カミキリモドキ科．原色日本甲虫図鑑(、)，保育社．ｐｐ､401-408.

1986．甲虫類（鞘迩目）．八潮市史自然編．八潮市．ｐｐ,221-225.

1996．埼玉県産カミキリモドキ科既知種目録．寄せ蛾記,(78):2037-2040.

1998．埼玉県の鞘迩目（カミキリモドキ科）．埼玉県昆虫誌ⅡI，埼玉昆虫談話会．

pp246-248．

(とよだこうじ〒355-022l比企郡嵐山町菅谷686）
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嵐山町でのミヤマチャバネセセリの記録

豊田浩二

pelQpjdZzs”的iasobgr的zJeriEvANsミヤマチヤバネセセリは主に平野部で局所的に見られる種

である。1978年に発行された埼玉県動物誌では『低地では浦和・与野．大宮・北本，それに比企

丘陵の吉見・小川など，低山地では秩父市・宝登山，山地帯では三峰山・大若沢・孫四郎峠の各地

に確実な記録がある．』とされ、この時点ですでに稀種である事がうかがえる。また近年において

は多くの地域で記録できなくなっている種である。

嵐山町での本種の記録はこれまで無いようであるが、今回嵐山町在住の杉田正之氏のご厚意によ

り町内で撮影された本種の写真を確認できたので記録する。

ミヤマチャバネセセリ（1990年４月、嵐山町大字菅谷の菅谷館跡にて杉田正之撮影）

末筆ながら、貴重な記録をお教えいただき写真の公表を快諾されたた嵐山町の杉田正之氏に厚く

御礼申し上げる。

引用文献

市川和夫・原聖樹，1978．埼玉県の蝶類．埼玉県動物誌，埼玉県教育委員会．ｐｐ､259-298.

(とよだこうじ〒355-0221比企郡嵐山町菅谷686）□
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埼玉県内でのアリノスアブ類の踊採集例

豊田浩
一
一

アリノスアブの仲間は成虫以外のステージをアリの巣内で過すことが知られ，幼虫の容姿は一見

昆虫とは思えないほどの変わったものである．蛸についても同様の格好をしており，非常に面白い

ものである．筆者は好蟻性甲虫類を採集の際にアリノスアブ類の蛸をいくつか採集しているので報

告する．

〃た”伽〃”po"jc"ｓＹＡＮｏアリノスアブは，アリノスアブ類の中では比較的普通に見られる種

類で丘陵地から山地にかけて多く，県内でも多数の記録がある．この種の成虫意外の生活場所はト

ビイロケアリなどの巣中である．図に示したのは，1997年６月に筆者が荒川村川浦渓谷の標高

750ｍ付近にて，好蟻性の甲虫類を採集した際にトビイロケアリの巣内に見出したものである．こ

れが巣内のやや広い部屋にドンと居座っていた．見つけたときは全く何だかわからず，ただ面白い

のでフイルムケースに入れて持って帰ってきた．もしやこれが最近良く耳にするアリノスアブでは

と思い，寄居町の原勝司氏におたずねしたところ，やはりアリノスアブ類の蝿であるとの事であっ

た．翌年同じ巣で幼虫らしきものを見つけたのだが，ほぼ同じ格好ではあるが角（？）が無くて柔

らかく，結構早く動き回るのが特徴的であった．クリーム色地に褐色の網目模様で，ナメクジか何

かが這う様に良く似ている．

『日本動物大百科』によれば，蛸の角のようなものは呼吸管であり，本来なら２，３週間で羽化

するらしいのだが，結局１年待っても何も出てこなかった．２年待っても何も出てこないのでこれ

は死んだのだと思い（もっと早く気がつくべきであった），殻を割ってみたところ，中からねじま

がったアリノスアブの成虫が死骸となって出てきた．おかげで種の同定はできたが非常に残念であっ

た．どうやら乾燥しすぎたのが原因のようであった．ちなみに蝿の中に納まった成虫の向きは，２

個体とも角のあるほうに頭が位置していた．

1999年５月，東秩父村の白石峠にて再びこの奇怪な物体に遭遇する機会に恵まれた．クロヤマ

アリの巣中に角の小さい蛸が多数と若干の幼虫が見受けられたため，急いで密閉容器を取りに帰り，

その後10個体以上の鋪を採集した．外気に触れると途端に表面が乾燥し始めたため，急いで容器

に放り込んだ．また非常に潰れやすく，いくつかの蛸は体液が漏れてしまい，結局無事に持ちかえ

ることができたのは７個体であった．原氏によれば，クロヤマアリに見られるのは〃.α"rjco""ｓ

"jgripesSIⅡRAKIキンアリノスアブであるとの事であった．

この蛸は途中カビにやられて２個体が死亡したものの，５月１４日から１７日の間にたてつづけに

羽化し，先に脱出していたオス個体が羽化後まもない趣の伸びきらないメスと交尾する場面も見ら

れた．通を伸ばすのは高いところで行われるようで，ガラス容器の壁面でじっとしているのが観察

されたが，交尾中のメスは趣を伸ばすことができず，飛ぶことのできない哀れな姿となった．野外

ではどのような場所で羽化するのか，興味のあるところである．なお，採集データは以下の通りで

寄せ蛾記(92):２２９１
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ある．

1．雌crodo"jZMpo"ic"sYANOアリノスアブ

２頭，15.Ｖ1.1997，荒川村川浦渓谷（大血川）標高750ｍ付近にて，林道脇の石下に形
ﾉ---へ

成された“sj"s'zjgerトビイロケアリの巣中より筆者採集・保管．

採集例ではないが，以下の通り観察しているので記録しておく．

１頭（脱出殻，図３），５．Ｖ1.1999,名栗村蕨山標高900ｍ付近，道脇の石下に形成さ

れたトビイロケアリの巣中にて撮影．

２．Ｍ.α”jcomzJs〃jgrjp“SImRAKIキンアリノスアブ

７頭，５．Ｖ､1999，東秩父村白石峠槻川源流の標高800ｍ付近にて，林道脇の石下に形成

されたFbr”cqkIpo"jcaクロヤマアリの巣中より筆者採集．うち３㎡'ず'２早早が脱出羽化，

筆者保管．

末筆ながら，色々とご教示いただいた寄居町の原勝司氏に御礼申し上げる．

【参考文献】

酒井春彦,1997．アリノスアブの生活史．日本動物大百科９，昆虫ＩＬｐｐ,132-133．平凡社．

.､鰯説.：

1999年９月

#騨琳?!' 灘蕊;輸鍛鱗蕊〃）樟へ ．
尚

図１．川浦渓谷で採集したアリノスアブの蝿
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図２．交尾するキンアリノスアブのオスと羽化直後のメス

図３．脱出後のアリノスアブの蝋

(とよだこうじ〒355-022l比企郡嵐山町菅谷686）
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ヨコジマナガハナアブの採集例

豊田浩
一
一

Ｔｅｍ"o師omavaqp加r加e(LINNAEus）ヨコジマナガハナアブは，その学名が示す通りスズメバチ

そっくりの外見をした，巨大なハナアブの一種である．

埼玉県内における本種のこれまでの記録は，大滝村大血川沿いにある東京大学演習林の矢竹沢で

内田正吉氏により採集された1早が県内初記録として報告されている（玉木，1997）が，その後新

たに追加された様子は無い様である．筆者は次の通り本種を採集しているので，県内では数少ない

例として報告する．

１ざ'’30.Ｖ､1999，秩父郡大滝村中津川渓谷相原沢(標高700ｍ付近),筆者採集，保管(図)．

噛ir･噌鐸増砕
窪、－鐸j,',濡4…一'鐸豊…一._….､.:．､糸陰..#.､,….…,…､ｕ,.…』…….,鰻.

寒罵
、

1999年９月

篭｡雛 ｉ

､一再響…騒認幽笹,……壁…丙一".‐,－－審＝寺…－Ｔａ－

本種が得られたのは相原沢沿いに走る遊歩道で，沢と道が接触する所にて林内の日溜りをスズ

メバチのようにゆっくり飛んでいるところを採集した．筆者はこのときスズメバチを採集したつも

りでおり，頭部の形状を見てあっけにとられてしまった．腹部のボリュームと色彩は特に良く似て

おり，まさに「スズメバチ型の」ハナアブと言った感じである．採集地点の近くには野鳥観察用の

あずま家があり，ここには本当のスズメバチも巣を作りに来ていた．本種の外見も去る事ながら，

飛び方までもが大変良く似ているとあらば，こうしたスズメバチに紛れて飛んでいる分には，恐ら

く区別がつかないであろう．

引用文献

玉木長寿,1997．埼玉県の双迩類．埼玉県昆虫誌11．ｐｐ､1-405（ｐ､109）

(とよだこうじ〒355-022l比企郡嵐山町菅谷686）
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寄せ蛾記86号に掲載された報文の訂正

豊田浩二

筆者が寄せ蛾記86号に投稿した報文にいくつか誤りあがったので，下記のように訂正させていた

だく．原因は打ちっぱなしでしばらくおいてあった原稿を，筆者が良く確認もしないで投稿してしまっ

たためである．今後はこうしたミスをしないよう，十分注意したいとおもう．

○「埼玉県でニッコウオオズナガゴミムシを採集」の内容訂正

以下に訂正2ヶ所の詳細を示す．

・2437頁１行目誤：Ｐ花ros"c畑ｓ〃2αc"mge"ｉｓ

正：Preros"c伽smacroge"yｓ

・2438頁７行目誤：ウスバサイシン，

正：フタバアオイ，

フタバアオイは徳川家の葵の紋所で超・有名な野草である．一般常識的なことかも知れぬが，筆者

はこの草を最近までずっとヒメギフの餌と勘違いしていた．（飼育できないことも無いかもしれぬが）

○「大宮市にてクロコノマチョウを採集』の内容訂正

以下に訂正１ヶ所の詳細を示す．

・2438頁下から３行目誤：１頭，1994,大宮市

正：１頭，31-X-1994,大宮市

良くやるミスであるが，日にちの入っていない記録をそのまま出すとはとんだお間抜けである．単

報では記録が最も重要な個所であるのにもかかわらず，それが不完全とは，事は重大である．以後しっ

かり確認するようにしたい．

○「埼玉県における甲虫類の記録1994～'96」の内容訂正

以下に訂正８ヶ所の詳細を示す．

・2440頁１７行目誤：県内の記録は山岳地帯に集中している．

正：県内では初記録と思われる．

・2441頁１９行目誤：Perileptusjaponicus

正：Per"epr"s”po"畑ｓ（イタリック）

・2442頁18.19行目誤：lcr'.，両神村両神山日向大谷(700ｍａｌｔ.)，７．Ｖ11.1996．

正：上記の記録は県初記録種のブリットンヒメナガゴミムシ

2444頁下から２行目

・2449頁下から5行目

p舵、s"c伽sbr伽o"jHABuとして訂正する.

誤：CcircⅨ”加晦

正：Ｃ"αe伽ｓｃｊﾉ℃""０４jα鯉ｓ（属名を略さない）

誤：メダカヒシベニボタル

正：ヒシベニボタル（学名はそのまま）
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・2450頁下から7行目

･2456頁17.18行目

･2459頁図８

1999年９月

誤:ﾋゲﾅガﾋﾒﾋﾗﾀﾑｼDe"dmp畑gJ4sjo"gjc”sRErlTER

正：Ｄｅ"dr叩加ｇｚＪｓｓｐ．（未記載種と思われる）

誤：Ｂ､ｐ､1℃galis及びＢ､subauIatus

正：Ｂ､ｐ・regα"s及びＢ・皿加"、“（イタリック）
誤：ヒメヒガナガヒラタムシ（本来はヒゲナガヒメ）

正:De"dmp加gI4ssp.

以上が訂正すべき個所である．他にも若干の誤り（フォントの変換ミス）が見受けられるが，これ

は筆者の責任ではないし内容には関係ないので無視する．

県初記録種のブリットンヒメナガゴミムシについては現在，県内各地の標本データを取りまとめ中で

ある．山地のガレ場を好む種でタカオヒメナガゴミムシに酷似するが，オス交尾器の先端部の形状に

より容易に識別できる．タカオヒメナガゴミムシとの混生地は現在のところ確認できていない．生息

環境の違いにより棲み分けているものと推測する．

ヒゲナガヒメヒラタムシの近似種については尾崎氏よりご指摘を受けたものであるが，氏は標本写真

を見てすぐに別種であると気がつかれたようである．ヒゲナガヒメヒラタムシは触角が体長より短い

とのことだが，筆者が採集したものは明らかに体長より長い．触角の長さの違いは雌雄の性差かなに

かであると思っていたのだが，とんだ見当違いであったようだ．今後研究用の追加個体を得ると共に，

生態についても観察して行きたいと思う．

末筆ながら，読者の皆様にはたいへんご迷惑をおかけした．この場をかりてお詫び申し上げる．ま

た，訂正に当たり色々ご教示頂いた秋田県大館市の尾崎俊寛，埼玉県富士見市の小田博，文京区の雛

倉正人，品川区の森田誠司の各氏に厚く御礼申し上げる．

仏よだこうじ〒355-022l比企郡嵐山町菅谷686）

北本自然学習公園でクマゼミ鳴く

牧林功

1999年８月３日１０時前後，北本市荒井の北本自然学習公園ふれあい橋脇の木立で，クマゼミ盛

んに鳴いていたので記録しておく．

(まきばやしいさお〒330-0834大宮市天沼町2-864）

ウスバキトンボの早い記録

鈴木幸

1999年５月３０日，与野市内でウスバキトンボl早の新鮮個体を採集した．本種の早い時期の記

録と思われるので報告する．この数日前の強風で運ばれてきた可能性もあると思われる．

(すずきみゆき〒333-0801川口市東川口5-6-24-306）
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埼玉県浦和市においてクロスジホソサジヨコバイを採集

林正美・新島大明

クロスジホソサジヨコバイＳｂｐ加加o〃e"”肋(MATsuMuRA）はホソサジヨコパイ亜科
Mrvα"伽ｅに属す種で，本州，屋久島，琉球列島から記録されているが，東日本では確認されて

いなかった．ところが，1999年４月１７日に埼玉県浦和市下大久保（埼玉大学構内）において本種

のl早を採集したので報告する．これは埼玉県から初めての記録である．

なお，埼玉大学の当研究室には他に，東京都大田区，神奈川県の鎌倉市と茅ヶ崎市で採集され

た標本が保存されているので，ここで合わせて記録する．

(はやしまさみ・にいじまひろあき；埼玉大学教育学部生物学研究室）

川越市でクツワムシを採集

柴田直之

筆者は，近年県内で激減しているというクツワムシを1998年に川越市内で採集しているので報

告する．

クツワムシMEcopo血叩o"e"血(deHAAN）
１Ｊ埼玉県川越市下赤坂（メッシュコード:5339-6328）1998年９月６日

また，採集した個体のほか，付近で他に２頭ほどの鳴き声を確認している．

(しばたなおゆき〒350-1147川越市諏訪町18-8）

｢県の蝶・ミドリシジミを見る集い」

’９９開催状況について

1999年６月２６日（土），１６:00～18:00に浦和市の秋ケ瀬公園（ピクニックの森周辺）で，埼玉

県自然保護課と当会の共催によって開催されました．梅雨の合間，今までの雨の連日が一変．昼

間は雲の合間から強い陽が射し込む，雨の無い一日でした．

桜田さんの司会で始まり，牧林会長，平塚専門調査員（県自然保護課）のあいさつ，巣瀬さん

の観察法と日程説明後，公園内を観察（会員が説明）．萩原さんの観察のまとめ，質疑応答後終

了．終了時刻はおおよそ18時10分でした。

参加者は，一般参加者42名（内高校生以下15名），昆虫談話会関係者19名，県自然保護課関係

者2名．なお，一般参加者は埼玉県庁広報誌「彩の国だより」での募集であり，自然保護課に届い

た事前参加予定者は67名でした．

当会参加者は以下のとおり(会員，会員関係者，合計19名)．利根川雅美，巣瀬司，江村薫，阿部

功，竹内崇夫，渡辺光行，天野来人，天野房江，萩原昇，鷲尾洋一，桜田敦，斉藤悟，玉川守雄，

牧林功，牧林和子，ダイ･テイ･ガーミー[ベトナム]，小堀文彦，柴田直之，矢野高広．会員はやや

早めに集合し，会場設定，事前調査を実施．一番乗りは利根川さんの14時30分．

(文責：江村薫）
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